
初
期
養
生
説
と
早
期
医
学

内
因
論
の
系
譜

白
杉
悦
雄

は

じ
め
に
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一
九
七
三
年
末
、
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
、
十
四
種
の
古
医
書
を
含
む
大
量
の
吊
書
と
竹
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の

墓

の

墓
葬
年
代
は
紀
元
前
一
六
八
年
で
あ
り
、
古
医
書
の
内
容
は
先
秦
か
ら
前
漢
初
期
に
い
た
る
間
の
医
学
の
発
展
状
況
を
伝
え
る

も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
十
四
種
の
古
医
書
の
内
容
が
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
方
技
略
に
記
載
さ
れ
る
四
部
門
、
す
な
わ
ち

医

経
・
経
方
・
房
中
・
神
仙
の
全
範
囲
を
お
お
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
班
固
の
『
漢
書
』
芸
文
志
は
、

前
漢
末
の
劉
向
・
劉
散
父
子
の
手
に
な
る
『
七
略
』
の
要
旨
を
と
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
七
略
』
方
技
略
は
侍
医
の
李

柱
国
が
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
古
医
書
の
範
囲
が
方
技
略
の
範
囲
と
符
合
す
る
と
い
う
事
実
は
、
少
な
く

と
も
前
漢
時
代
を
通
じ
て
、
房
中
・
神
仙
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
養
生
術
も
医
学
を
構
成
す
る
一
部
門
と
考
え
ら
れ
、
医
療
の
一
端
を
担

っ

て

い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
古
代
医
学
史
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
は
、
初
期
養
生
説
が
不
可
避
で
不



可
欠
の
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
は

た

し
て
、
出
土
し
た
養
生
書
を
ふ
ま
え
た
近
年
の
研
究
の
中
に
は
、
早
期
医
学
の
理
論
形
成
に
養
生
説
が
重
要
な
役
割
を
演
じ

て

い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
が
現
れ
は
じ
め
て
い
る
。
な
か
で
も
惨
育
群
の
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。

　
　

驚
く
べ
き
こ
と
は
、
五
蔵
・
六
府
・
四
季
・
陰
陽
な
ど
は
、
『
足
腎
十
一
脈
灸
経
』
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
『
五
十
二
病
方
』
な

　
　

ど
の
医
学
著
作
に
は
み
え
て
い
な
い
の
に
、
か
え
っ
て
養
生
を
説
く
論
述
中
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
　

漢
代
以
降
の
医
学
著
作
に
充
満
し
、
中
国
医
学
理
論
体
系
の
重
要
な
構
成
部
分
で
あ
る
蔵
府
学
説
や
四
季
・
陰
陽
な
ど
の
概
念

　
　

の
、
そ
の
源
の
所
在
を
わ
れ
わ
れ
に
告
げ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
蔵
府
学
説
と
並
ん
で
中
国
医
学
の
生
命
線
と
も
い
う
べ
き
経
脈
学
説
に
つ
い
て
も
、
李
建
民
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し

て

い

る
。
「
経
脈
学
説
は
導
引
の
基
礎
で
あ
り
、
逆
に
、
導
引
な
ど
の
方
術
も
経
脈
学
説
を
豊
富
に
し
て
い
た
」
、
ま
た
「
本
書
の

主

題

で

あ
る
経
脈
学
説
の
内
容
も
ま
た
、
医
者
が
独
自
に
発
展
さ
せ
て
き
た
知
識
体
系
で
は
な
い
。
房
中
・
神
仙
な
ど
の
養
生
術
も

か

つ
て

は

重

要
な

役
割

を
演
じ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
。

　
中
国
伝
統
医
学
の
理
論
体
系
は
、
漢
代
に
そ
の
基
礎
が
ほ
ぼ
確
立
し
、
そ
の
後
は
本
質
的
な
改
変
を
受
け
ず
に
継
承
さ
れ
て
き
た
。

そ
の

理
論

形
成

は
、
鍼
灸
と
い
う
特
殊
な
治
療
法
と
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
医
学
の
全
領
域
を
お
お
う
基
礎
理
論
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鍼
療
法
は
戦
国
末
頃
に
な
っ
て
現
れ
た
、
い
わ
ば
遅
れ
て
や
っ
て
き

た

治
療

技
術
で
あ
る
。
そ
の
理
論
形
成
の
さ
い
に
は
、
灸
療
法
や
礎
石
療
法
の
遺
産
を
継
承
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
あ
っ
た
そ

の

他
の

療
法
の
知
識
や
理
論
を
も
摂
取
し
て
、
鍼
灸
理
論
の
内
容
を
豊
富
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
だ
と
す
れ

ば
、
同
じ
方
技
の
学
の
中
に
括
ら
れ
る
房
中
や
神
仙
な
ど
の
養
生
術
か
ら
の
影
響
も
当
然
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
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な

く
と
も
、
李
建
民
が
い
う
よ
う
に
「
養
生
術
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
」
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
疹
育
群
や
李
建
民
の
指
摘
を
承
け
て
、
中
国
伝
統
医
学
の
病
因
論
、
と
く
に
内
因
論
に
つ
い
て
同
じ
視
点
か
ら
考
察
を

試

み

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
初

期
養
生
説
の
内
容
を
う
か
が
う
に
た
る
出
土
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
、
一
九
八
三
年
か
ら

八

四

年
に

か

け
て
、
湖
北
省
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
『
引
書
』
で
あ
る
。
馬
王
堆
漢
墓
の
墓
主
の
死
は
、
前
漢

・

文
帝
の

十

二
年

（
前
一
六
八
）
で
あ
り
、
張
家
山
漢
墓
の
墓
主
は
、
前
漢
の
恵
帝
元
年
（
前
一
九
四
）
に
官
を
辞
し
、
そ
の
死
は

呂
太
后
の
時
代
（
前
一
八
八
ー
前
一
八
〇
）
か
、
そ
れ
よ
り
少
し
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
し
た
養
生
書
の
筆
写
年
代
が
、
墓

葬
年
代
よ
り
以
前
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
書
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
。
内
容
的
に
は
戦
国
末

期

か
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
る
。
部
分
的
に
は
、
も
っ
と
古
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
も

否
定
で

き
な
い
。
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
下
限
に
近
い
と
こ
ろ
を
と
っ
て
、
出
土
し
た
養
生
書
を
戦
国
末
期
か
ら
秦
漢
の
さ
い
の
養

生
説
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
後
文
中
で
は
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
と
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
を
併
せ
て
『
黄
帝
内
経
』
と
通
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
『
素
問
』
『
霊

枢
』
『
内
経
』
と
略
記
す
る
。
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中
国
伝
統
医
学
で
は
、
病
因
論
と
発
病
理
論
は
、
い
わ
ゆ
る
「
内
因
・
外
因
」
と
「
虚
・
実
」
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
「
内

因
・
外
因
」
の
経
典
的
定
義
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
『
素
問
』
調
経
論
篇
の
つ
ぎ
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
夫
れ
邪
の
生
ず
る
や
、
或
い
は
陰
に
生
じ
、
或
い
は
陽
に
生
ず
。
其
の
陽
に
生
ず
る
者
は
、
之
を
風
雨
寒
暑
に
得
。
其
の
陰
に

　
　
生

ず

る
者
は
、
之
を
飲
食
・
居
処
、
陰
陽
・
喜
怒
に
得
。

　
い

わ

ゆ
る
「
外
因
」
と
は
、
「
風
雨
寒
暑
」
な
ど
を
因
子
と
す
る
「
陽
（
表
・
外
）
に
生
ず
る
邪
」
で
あ
り
、
「
内
因
」
と
は
、
「
飲

食
・
居
処
・
陰
陽
（
房
事
を
意
味
す
る
）
・
喜
怒
」
な
ど
に
起
因
す
る
「
陰
（
裏
・
内
）
に
生
ず
る
邪
」
で
あ
る
。
内
因
は
さ
ら
に

細
か
く
分
類
す
れ
ば
、
心
理
的
要
因
と
し
て
の
「
喜
怒
」
（
南
宋
・
陳
言
の
三
因
分
類
で
は
内
所
因
に
相
当
す
る
）
と
、
身
体
的
要

囚
と
し
て
の
「
陰
陽
・
飲
食
・
居
処
」
（
陳
言
の
不
内
外
因
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　

「
虚

実
」
は
『
内
経
』
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
病
因
論
と
の
関
係
で
は
、
『
素
問
』
通
評
虚
実
論
篇
の
「
邪

気
盛
ん
な

れ

ば

則
ち
実
し
、
精
気
奪
わ
る
れ
ば
則
ち
虚
す
」
と
い
う
文
が
、
後
世
に
経
典
的
定
義
と
し
て
遵
奉
さ
れ
て
い
る
。
以
上

か

ら
、
『
霊
枢
』
百
病
始
生
篇
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
発
病
理
論
の
基
本
図
式
が
導
か
れ
る
。

　
　

岐
伯
曰
わ
く
、
風
雨
寒
熱
も
、
虚
邪
を
得
ざ
れ
ば
、
独
り
人
を
傷
う
能
わ
ず
。
卒
然
と
疾
風
暴
雨
に
逢
い
て
病
ま
ざ
る
者
は
、

　
　
蓋

し
虚
無
し
、
故
に
邪
独
り
人
を
傷
う
能
わ
ず
。
此
れ
必
ず
虚
邪
の
風
と
其
の
身
形
と
、
両
虚
相
得
る
に
因
り
て
、
乃
ち
其
の

　
　
形

に
客
す
。
両
実
相
逢
え
ば
、
衆
人
の
肉
堅
し
。
其
れ
虚
邪
に
中
た
る
や
、
天
時
と
其
の
身
形
と
に
因
り
、
参
ず
る
に
虚
実
を

　
　
以

て
、
大
病
乃
ち
成
る
。

　
す

な

わ

ち
、
身
体
内
部
に
精
気
（
正
気
）
の
虚
を
引
き
起
こ
す
内
因
が
あ
り
、
そ
こ
に
外
因
と
な
る
邪
気
が
侵
入
す
れ
ば
、
発
病

の

可

能
性

が
生

じ
る
。
こ
の
発
病
理
論
は
、
現
代
中
医
学
に
い
た
る
ま
で
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
発
病
理
論
は
『
内
経
』
の
中
で
は
「
未
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
」
養
生
に
た
い
し
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

た

と
え
ば
『
素
問
』
移
精
変
気
論
篇
は
、
古
の
「
移
精
変
気
・
祝
由
」
に
た
い
し
て
「
毒
薬
」
と
「
鍼
石
」
を
今
の
世
の
治
療
法
と

し
た
上
で
、
な
ぜ
今
は
こ
の
治
療
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
必
要
性
を
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や

　
　
黄
帝
問
い
て
曰
わ
く
、
余
聞
く
な
ら
く
、
古
の
病
を
治
す
る
は
、
惟
だ
其
れ
精
を
移
し
気
を
変
え
、
祝
由
し
て
已
す
べ
し
、
と
。

　
　
今

世
の
病
を
治
す
る
は
、
毒
薬
も
て
其
の
内
を
治
し
、
鍼
石
も
て
其
の
外
を
治
す
る
も
、
或
い
は
愈
え
或
い
は
愈
え
ず
、
何
ぞ

　
　

や
。
岐
伯
対
え
て
曰
わ
く
、
往
古
の
人
は
禽
獣
の
間
に
居
り
、
動
作
し
て
以
て
寒
を
避
け
、
陰
居
し
て
以
て
暑
を
避
く
。
内
に

　
　
春
慕
の

累
無
く
、
外
に
伸
官
の
形
無
し
。
此
れ
悟
憺
の
世
な
れ
ば
、
邪
深
く
入
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
故
に
毒
薬
も
其
の
内
を
治

　
　
す

る
能
わ
ず
、
鍼
石
も
其
の
外
を
治
す
る
能
わ
ず
。
故
に
精
を
移
し
祝
由
し
て
已
す
べ
し
。
当
今
の
世
は
然
ら
ず
。
憂
患
　
其

　
　
の

内
に
縁
り
、
苦
形
　
其
の
外
を
傷
る
。
又
四
時
の
従
を
失
い
、
寒
暑
の
宜
し
き
に
逆
ら
え
ば
、
賊
風
数
し
ば
至
り
、
虚
邪

　
　
朝
夕
し
、
内
は
五
蔵
骨
髄
に
至
り
、
外
は
空
霰
肌
膚
を
傷
る
。
小
病
は
必
ず
甚
だ
し
く
、
大
病
は
必
ず
死
す
る
所
以
な
り
。
故

　
　

に
祝
由
す
る
も
已
す
能
わ
ざ
る
な
り
。

　
移
精

変
気
論
篇
は
、
そ
の
理
由
を
内
因
と
外
因
の
二
方
向
か
ら
説
明
す
る
。
内
因
と
し
て
は
「
憂
患
」
（
心
理
的
要
因
）
と
「
苦

形
」
（
身
体
的
要
因
）
と
が
あ
り
、
外
因
と
し
て
は
「
賊
風
虚
邪
」
が
い
わ
れ
る
。
今
の
世
の
人
が
「
賊
風
虚
邪
」
に
し
ば
し
ば
侵

襲
さ
れ
る
の
は
、
四
季
の
寒
暑
の
変
化
に
順
応
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
内
因
に
よ
っ
て
体
内
の
神
気
が
虚
損
し
、
そ
の
虚
に
乗

じ
て
外
邪
が
侵
入
し
、
内
部
で
は
五
蔵
や
骨
髄
ま
で
達
し
、
外
部
で
は
孔
霰
や
肌
肉
皮
膚
ま
で
傷
害
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
軽
い
病

気

も
必
ず
重
く
な
り
、
重
い
病
気
は
必
ず
死
に
い
た
る
世
に
あ
っ
て
は
、
往
古
の
よ
う
に
「
移
精
変
気
」
し
「
祝
由
」
す
る
だ
け
で

は

病

気
は
治
せ
な
い
。
だ
か
ら
「
毒
薬
」
と
「
鍼
石
」
が
治
療
法
と
し
て
不
可
欠
な
の
だ
、
と
い
う
論
法
で
あ
る
。
『
素
問
』
湯
液
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膠
酷

論
篇
の
語
り
口
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
帝

曰
わ
く
、
上
古
の
聖
人
、
湯
液
・
膠
酷
を
作
る
も
、
為
り
て
用
い
ず
、
何
ぞ
や
。
岐
伯
日
わ
く
、
古
よ
り
聖
人
の
湯
液
・
膠

　
　
酷

を
作
る
は
、
以
て
備
え
と
為
す
の
み
。
夫
れ
上
古
の
湯
液
を
作
る
は
、
故
よ
り
為
り
て
服
さ
ざ
る
な
り
。
中
古
の
世
、
道
徳

　
　
稽
や

衰
え
、
邪
気
時
に
至
る
も
、
之
を
服
せ
ば
万
全
た
り
。
帝
曰
わ
く
、
今
の
世
は
必
ず
し
も
已
え
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。
岐
伯

　
　

曰
わ
く
、
当
今
の
世
、
必
ず
毒
薬
を
斉
し
て
其
の
中
を
攻
め
、
鍵
石
・
鍼
文
も
て
其
の
外
を
治
す
る
な
り
。
…
…
今
は
精
壊
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぶ

　
　

神
去
り
、
栄
衛
復
た
収
む
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
嗜
欲
に
窮
ま
り
無
く
し
て
、
憂
患
止
ま
ず
、
精
気
弛
壊
し
、
栄
泣
り
衛

　
　
除
か
る
、
故
に
神
之
を
去
り
て
病
愈
え
ざ
る
な
り
。

　
湯

液
膠

酷
論
篇
で
は
、
内
因
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
今
の
世
の
人
は
「
嗜
欲
」
が
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
た
め
に
「
憂

患
」
の
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
精
気
が
虚
損
し
て
神
気
が
去
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
病
気
が
治
る
は
ず
が
な
い
。
そ

ん

な

世

の

中
で
は
、
上
古
や
中
古
の
よ
う
に
湯
液
や
膠
酷
を
飲
む
だ
け
で
は
病
気
は
治
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
「
毒
薬
」
と
「
鑛
石
鍼

交
」
が
今
の
世
の
治
療
法
な
の
だ
、
と
い
う
。

　
で

は
、
な
ぜ
往
古
（
上
古
・
中
古
）
の
世
で
は
、
「
毒
薬
」
と
「
鍼
石
（
鏡
石
鍼
交
）
」
で
治
療
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
か
。
そ

れ

は
、
内
因
と
外
因
が
生
じ
な
い
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
動
作
し
て
以
て
寒
を
避
け
、
陰
居
し
て
以
て
暑
を
避
く
」

と
は
、
四
季
の
寒
暑
の
変
化
に
合
わ
せ
て
生
活
し
、
外
邪
を
避
け
て
外
因
を
発
動
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
内
に
㊨
慕
の
累
無
く
、

外
に

伸
官
の
形
無
し
」
と
は
、
内
因
の
な
い
状
態
を
さ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
悟
憺
（
淡
）
」
、
す
な
わ
ち
無
欲
で
こ
だ
わ
り
の
な
い

静
か
な

境
地
を
い
う
。
こ
の
「
悟
淡
」
の
世
に
つ
い
て
は
、
『
素
問
』
上
古
天
真
論
篇
が
さ
ら
に
詳
し
く
記
述
す
る
。

　
　
岐

伯
対
え
て
曰
わ
く
、
上
古
の
人
、
其
の
道
を
知
る
者
は
、
陰
陽
に
法
り
、
術
数
に
和
し
、
食
飲
に
節
有
り
、
起
居
に
常
有
り
、
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テ
に

　
　
妄
り
に
労
を
作
さ
ず
、
故
に
能
く
形
と
神
と
倶
に
し
て
尽
く
其
の
天
年
を
終
え
、
百
歳
を
度
え
て
乃
ち
去
る
。
今
時
の
人
は
、

　
　
然

ら
ざ
る
な
り
。
酒
を
以
て
漿
と
為
し
、
妄
を
以
て
常
と
為
し
、
酔
い
て
以
て
房
に
入
り
、
以
て
其
の
精
を
蜴
く
さ
ん
と
欲
し
、

　
　
以
て

其
の
真
を
耗
散
す
。
満
を
持
す
る
を
知
ら
ず
、
神
を
御
す
る
に
時
な
ら
ず
、
務
め
て
其
の
心
を
快
に
し
、
生
楽
に
逆
ら
い
、

　
　
起
居
に
節
無
し
、
故
に
百
に
半
ば
し
て
衰
う
る
な
り
。
夫
れ
上
古
の
聖
人
の
教
う
る
や
、
下
皆
之
を
為
す
。
虚
邪
賊
風
、
之
を

　
　
避
く
る
に
時
有
り
。
悟
淡
虚
元
な
れ
ば
、
真
気
之
に
従
い
、
精
神
内
に
守
る
、
病
安
く
ん
ぞ
従
い
来
た
ら
ん
や
。

　
上

古
天

真
論
篇
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
荘
子
』
天
道
篇
や
刻
意
篇
の
「
養
神
」
、
『
准
南
子
』
精
神
訓
の
「
養
性
」
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
天
道
篇
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
こ

　
　
夫
れ
虚
静
悟
淡
、
寂
莫
無
為
は
、
天
地
の
平
に
し
て
、
道
徳
の
至
な
り
。
故
に
帝
王
聖
人
　
焉
に
休
う
。
休
え
ば
則
ち
虚
し
く
、

　
　
虚

し
け
れ
ば
則
ち
実
ち
、
実
つ
れ
ば
倫
（
備
）
わ
る
。
虚
し
け
れ
ば
則
ち
静
か
に
、
静
か
な
れ
ば
則
ち
動
き
、
動
け
ば
則
ち
得
。

　
　
静
か
な
れ
ば
則
ち
為
す
無
く
、
為
す
無
け
れ
ば
則
ち
事
に
任
ず
る
者
責
め
あ
り
。
為
す
無
け
れ
ば
則
ち
楡
愈
（
愉
愉
）
、
愈
愈

　
　
な

れ

ば
、
憂
患
処
る
能
わ
ず
、
年
寿
長
し
。

　
説
か

れ

て

い

る
よ
う
に
、
「
心
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
静
か
で
あ
り
、
な
に
ご
と
に
も
作
為
を
弄
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
心
は
い

つ

も
和
や
か
に
満
ち
足
り
、
心
が
和
や
か
に
満
ち
足
り
て
お
れ
ば
、
憂
患
の
入
り
込
む
隙
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
自
然
の
長
寿
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
。

　

「
悟
淡

と
し
て
内
因
の
発
動
を
避
け
、
四
季
の
寒
暑
の
変
化
に
適
応
し
て
外
邪
の
侵
襲
を
避
け
る
」
と
は
、
養
生
に
他
な
ら
な
い
。

『
素
問
』
移
精
変
気
論
篇
と
湯
液
膠
酷
論
篇
の
両
篇
は
、
往
古
と
今
世
、
養
生
と
治
病
を
、
一
つ
の
病
因
論
の
枠
組
み
の
な
か
で
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
医
術
の
病
因
論
・
発
病
理
論
と
養
生
の
原
則
は
、
同
じ
枠
組
み
・
理
論
を
共
有
す
る
。
こ
の
こ
と
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は
、
養
生
と
医
術
に
た
い
す
る
表
面
的
な
二
分
法
、
す
な
わ
ち
「
聖
人
・
上
工
の
術
」
に
た
い
す
る
「
下
工
の
術
」
、
「
往
古
の
治
療

法
」
に
た
い
す
る
「
今
世
の
治
療
法
」
、
「
未
病
を
治
す
」
に
た
い
す
る
「
已
病
を
治
す
」
、
「
医
術
の
理
念
」
に
た
い
す
る
「
医
術
の

現

実
」
な
ど
な
ど
に
再
考
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
　
内
因
論
の
系
譜

　
最
初
か

ら
内
因
と
外
因
と
い
う
分
類
・
区
別
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
病
気
の
原
因
は
、
初
め
は
病
因
一
般
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

身
体
の
外
か
ら
襲
う
も
の
と
観
念
さ
れ
た
。
や
が
て
内
因
的
病
因
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
病
因
の
中
か
ら
内
因
が
析
出
さ
れ

て
、
そ
こ
で
内
因
と
外
因
の
病
因
論
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
か

ら
身
体
を
襲
う
も
の
と
観
念
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
外
因
論
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
石
田
秀
実
が
外
因
を
代
表
す
る
「
風
」

を
取
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
石
田
に
よ
れ
ば
、
外
因
論
と
し
て
の
風
の
病
因
論
は
、
甲
骨
文
の
内
に
そ
の
姿
を
現
す
ほ
ど
に
古
い

起
源

を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
病
の
原
因
と
な
る
風
は
、
甲
骨
文
の
中
で
「
禍
風
」
と
呼
ば
れ
、
発
熱
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
（
『
股

嘘

書
契
後
編
』
下
三
七
・
五
）
。

　
病

因
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
じ
る
最
初
の
資
料
は
、
『
左
伝
』
昭
公
元
年
の
晋
侯
の
病
の
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
病
因
が
「
陰

陽
風
雨
晦
明
」
の
「
六
気
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
秦
の
医
者
・
和
の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
六
気
が
病
因
と
し
て
作
用
す
る
の

は

「
淫

（
過
度
・
過
多
）
」
の
場
合
で
あ
る
。
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あ
ら
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
天

に
六
気
有
り
、
降
り
て
五
味
を
生
じ
、
発
し
て
五
色
と
為
り
、
徴
れ
て
五
声
と
為
り
、
淫
こ
し
て
六
疾
を
生
ず
。
六
気
は
陰

　
　
陽
風
雨
晦
明
を
日
う
な
り
、
分
れ
て
四
時
と
為
り
、
序
じ
て
五
節
と
為
り
、
過
ご
せ
ば
則
ち
苗
い
と
為
る
。
陰
淫
こ
せ
ば
寒
疾
、

　
　
陽
淫
こ
せ
ば
熱
疾
、
風
淫
こ
せ
ば
末
疾
、
雨
淫
こ
せ
ば
腹
疾
、
晦
淫
こ
せ
ば
惑
疾
、
明
淫
こ
せ
ば
心
疾
。
女
は
、
陽
物
に
し
て

　
　
晦

時
、
淫
こ
せ
ば
則
ち
内
熱
・
惑
癌
の
疾
を
生
ず
。
今
君
　
節
せ
ず
、
時
な
ら
ず
、
能
く
此
れ
に
及
ぶ
こ
と
無
か
ら
ん
か
。

　

『
左

伝
』
で
は
、
ま
だ
内
因
と
外
因
の
区
別
は
な
い
が
、
後
に
内
因
と
さ
れ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
晋
侯
の
病
は
、

秦
の

医
和
に

よ
っ
て
、
女
色
に
惑
っ
て
意
志
を
喪
失
し
た
た
め
に
発
病
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。
後
世
で
い
え
ば
房
事
過
多
で
あ
り
、

内
因
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
房
事
過
多
も
天
の
六
気
の
淫
（
過
度
）
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
女
は
男
に
従
う

も
の
で
あ
る
か
ら
陽
で
あ
り
（
杜
預
の
説
）
、
男
女
が
同
金
す
る
の
は
常
に
夜
で
あ
る
か
ら
晦
時
（
楊
伯
峻
の
説
）
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
過
度
の
房
事
に
よ
っ
て
、
六
気
の
「
陽
」
と
「
晦
」
が
度
を
過
ご
し
た
の
で
、
内
熱
と
曇
惑
の
病
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
昭
公
元
年
伝
で
、
鄭
の
子
産
は
、
晋
侯
の
同
じ
病
に
た
い
し
て
、
「
出
入
・
飲
食
・
哀
楽
の
事
」
を
病
因
と
し
て
い
る
。
こ

れ

も
後
に
は
内
因
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
の
リ
ズ
ム
に
合
致
し
た
｝
日
の
生
活
リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
説
き
、
気

の

「
墾

閉
漱
底
（
ふ
さ
ぎ
と
じ
、
凝
り
滞
る
ご
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
張
家
山
『
引
書
』
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

（
子
産

曰
わ
く
、
…
…
）
抑
そ
も
此
の
二
者
は
、
君
身
に
及
ば
ず
。
山
川
の
神
は
、
則
ち
水
早
・
痛
疫
の
災
あ
り
、
是
に
於
い

　
　
　
　
　
ま
ぐ

　
　
て

之
を
榮
る
。
日
月
星
辰
の
神
は
、
則
ち
雪
霜
・
風
雨
の
時
な
ら
ず
、
是
に
於
い
て
之
を
崇
る
。
君
身
の
若
き
は
、
則
ち
亦
出

　
　

入
・
飲
食
・
哀
楽
の
事
な
り
。
山
川
・
星
辰
の
神
又
何
を
か
為
さ
ん
。
僑
　
之
を
聞
け
り
、
「
君
子
に
四
時
有
り
、
朝
は
以
て

　
　
政
を
聴
き
、
昼
は
以
て
訪
問
し
、
夕
は
以
て
令
を
修
め
、
夜
は
以
て
身
を
安
ん
ず
」
と
。
是
に
於
い
て
其
の
気
を
節
宣
し
、
墾
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よ
わ

　
　
閉
漱
底
す
る
所
有
り
て
以
て
其
の
体
を
露
（
廟
）
ら
し
め
、
弦
の
心
　
爽
な
ら
ず
し
て
、
百
度
を
昏
乱
せ
し
む
る
勿
か
れ
。
今

　
　
無
み
し
て
乃
ち
之
を
萱
に
す
れ
ば
、
則
ち
疾
を
生
ず
。

　
内
因
的
病
因
に
た
い
す
る
注
意
は
、
王
者
の
た
め
の
養
生
術
を
追
求
す
る
過
程
で
、
い
っ
そ
う
の
深
ま
り
を
み
せ
、
や
が
て
病
因

の

な

か

か

ら
内
因
が
析
出
さ
れ
て
く
る
。
「
彰
祖
の
道
」
を
説
く
張
家
山
『
引
書
』
で
は
、
「
人
が
病
気
に
な
る
原
因
は
、
必
ず
暑
湿

風
寒
雨
露
な

ど
の
外
邪
に
対
し
て
、
膜
理
の
開
閉
や
飲
食
が
不
適
切
で
あ
っ
た
り
、
日
常
生
活
が
寒
暑
な
ど
の
外
邪
に
適
切
に
対
応

で

き
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
」
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

人
の
病
を
得
る
所
以
の
者
は
、
必
ず
暑
湿
風
寒
雨
露
に
於
い
て
、
奏
（
膜
）
理
の
啓
閨
（
合
）
・
食
飲
和
せ
ず
、
起
居
　
寒
暑

　
　
と
相
応
ず
る
能
わ
ず
、
故
に
病
を
得
。
是
を
以
て
春
夏
秋
冬
の
間
、
乱
気
の
相
薄
速
す
る
や
、
人
自
ら
其
の
間
を
免
る
る
能
わ

　
　
ず
、
故
に
病
を
得
。

　

こ
の
文
で
は
す
で
に
外
因
と
内
因
の
区
別
が
み
え
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
は
『
霊
枢
』
順
気
一
日
分
為
四
時
篇
に
も
、

ほ

と
ん
ど
同
じ
体
裁
・
内
容
で
継
承
さ
れ
る
。

　
　
黄
帝
曰

わ

く
、
夫
れ
百
病
の
始
め
て
生
ず
る
所
の
者
は
、
必
ず
燥
湿
寒
暑
風
雨
、
陰
陽
・
喜
怒
、
飲
食
・
居
処
に
起
こ
る
。
気

　
　
合
し
て
形
有
り
、
蔵
を
得
て
名
有
り
。
余
其
の
然
る
を
知
る
な
り
。
夫
れ
百
病
な
る
者
は
、
多
く
旦
を
以
て
慧
く
、
昼
に
安
ん

　
　

じ
、
夕
に
加
わ
り
、
夜
に
甚
だ
し
。
何
ぞ
や
。
岐
伯
曰
わ
く
、
四
時
の
気
然
ら
し
む
。
黄
帝
曰
く
、
願
わ
く
は
四
時
の
気
を
聞

　
　
か

ん
。
岐
伯
曰
わ
く
、
春
は
生
じ
、
夏
は
長
じ
、
秋
は
収
め
、
冬
は
蔵
む
、
是
れ
気
の
常
な
り
。
人
も
亦
之
に
応
ず
。

　

『
霊

枢
』
の
文
は
、
彰
祖
の
道
と
い
わ
れ
る
養
生
説
を
、
治
病
の
臨
床
に
活
か
そ
う
と
す
る
試
み
の
一
例
を
示
し
て
い
る
。
『
引

書
』
で
は
ま
た
、
「
貴
人
」
の
場
合
に
は
「
喜
怒
の
不
和
」
が
病
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
呼
吸
法
に
よ
っ
て
喜
怒
の
感
情
を
調
和
さ
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せ
、
天
地
の
精
気
を
吸
い
、
陰
（
陰
気
）
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

　
　
貴
人
の
病
を
得
る
所
以
の
者
は
、
其
の
喜
怒
の
不
和
を
以
て
な
り
。
喜
べ
ば
則
ち
陽
気
多
く
、
怒
れ
ば
則
ち
陰
気
多
し
、
是
を

　
　
以
て

道
者
は
喜
べ
ば
則
ち
急
に
胸
（
呵
）
し
、
怒
れ
ば
則
ち
劇
し
く
炊
（
吹
）
し
、
以
て
之
を
和
す
。
天
地
の
精
気
を
吸
い
、

　
　
其
の
陰
を
実
た
す
、
故
に
能
く
病
母
し
。

　
内
因
に
言
及
す
る
養
生
書
は
、
『
引
書
』
だ
け
で
は
な
い
。
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
『
十
問
』
第
六
間
に
い
う
。

　
　
披

（
彼
〉
の
生
に
央
（
映
）
有
る
は
、
必
ず
其
の
陰
精
漏
泄
し
、
百
脈
宛
（
莞
）
廃
し
、
喜
怒
時
な
ら
ず
、
大
道
に
明
ら
か
な

　
　

ら
ず
、
生
気
之
を
去
れ
ば
な
り
。

　

こ
れ
ら
養
生
書
の
文
に
み
え
る
「
食
飲
不
和
」
「
起
居
不
能
与
寒
暑
相
応
」
「
喜
怒
之
不
和
」
「
陰
精
漏
泄
」
な
ど
は
、
後
に
『
内

経
』
で
い
わ
ゆ
る
「
内
因
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
を
網
羅
し
て
い
る
。
『
内
経
』
は
病
因
を
「
夫
れ
邪
の
生
ず
る
や
、
或
い

は

陰
に
生
じ
、
或
い
は
陽
に
生
ず
。
其
の
陽
に
生
ず
る
者
は
、
之
を
風
雨
寒
暑
に
得
。
其
の
陰
に
生
ず
る
者
は
、
之
を
飲
食
・
居
処
、

陰
陽
・
喜
怒
に
得
」
（
『
素
問
』
調
経
論
篇
）
と
定
義
し
て
い
た
。
病
邪
に
は
陰
に
生
ず
る
も
の
と
陽
に
生
ず
る
も
の
と
が
あ
る
が
、

陰
に
生
ず
る
邪
は
、
飲
食
・
居
処
’
喜
怒
・
房
事
（
の
不
調
和
・
不
摂
生
）
を
原
因
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

出
土
し
た
養
生
書
の
年
代
を
、
下
限
に
近
い
と
こ
ろ
で
戦
国
末
期
か
ら
秦
漢
の
さ
い
の
養
生
説
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
扱
う
と
し

て

も
、
『
内
経
』
の
成
立
に
先
行
す
る
。
一
方
、
後
に
医
学
で
定
義
さ
れ
る
内
因
の
す
べ
て
は
、
す
で
に
養
生
書
の
な
か
で
言
及
さ

れ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
医
学
の
内
因
論
の
、
そ
の
源
の
所
在
を
わ
れ
わ
れ
に
告
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

内
因
は
、
し
だ
い
に
医
学
の
中
で
も
病
因
と
し
て
重
要
な
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
早
い
資
料
が
『
史
記
』
倉
公
伝
で

あ
る
。
倉
公
伝
は
、
資
料
と
し
て
は
出
土
医
書
と
『
内
経
』
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
倉
公
伝
に
は
二
十
五
の
診
籍
（
診
療
記
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録
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
十
三
に
は
「
病
得
之
○
○
」
と
病
因
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
（
表
参
照
）
。

そ

の

中
に
は
、
「
内
・
接
内
」
す
な
わ
ち
房
事
を
病
因
に
含
む
も
の
が
七
件
（
診
籍
1
・
3
・
6
・
7
・
1
0
・
2
3
・
2
5
）
、
逆

に

性

的
欲
求
不
満
に
起
因
す
る
も
の
が
一
件
（
診
籍
1
8
）
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
憂
」
「
怒
」
な
ど
心
理
的
要
因
を
含
む
も
の

が

二

件
（
診
籍
2
・
6
）
、
「
飲
酒
」
「
飽
食
」
な
ど
飲
食
を
含
む
も
の
が
六
件
（
診
籍
1
・
7
・
8
・
1
1
・
2
0
・
2
4
）
あ
る
。

ま
た
、
以
上
に
あ
げ
た
内
因
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
発
病
し
た
も
の
は
九
件
（
診
籍
1
・
2
・
3
・
6
・
7
・
8
・
1
ー
・
1
8
・

2
3
）
に
な
る
。
後
に
『
素
問
』
で
「
邪
に
中
た
ら
ず
と
難
も
、
病
　
内
よ
り
生
ず
」
（
疏
五
過
論
篇
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

の

は
、
こ
う
し
た
実
際
の
臨
床
経
験
に
も
と
つ
く
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
倉
公
の
診
療
記
録
は
貴
人
階
級
に
属
す

る
人
た
ち
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
貴
人
の
病
を
得
る
所
以
の
者
は
、
其
の
喜
怒
の
不
和
を
以
て
な
り
」
と
い
う
『
引
書
』
の
言
葉

と
も
符
合
す
る
。

　

『
内
経
』
で
も
っ
ぱ
ら
内
因
論
の
立
場
か
ら
論
述
す
る
も
の
に
『
素
問
』
疏
五
過
論
篇
と
徴
四
失
論
篇
が
あ
る
。
疏
五
過
論
篇
は
、

診
断
の
さ
い
の
五
つ
の
過
失
を
論
じ
る
。
こ
こ
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
「
人
事
」
を
問
診
す
る
こ
と
で
あ
る
。
疏
五
過
論
篇
が
取

り
あ
げ
る
「
人
事
」
は
、
三
つ
に
分
類
で
き
、
い
ず
れ
も
内
因
に
属
す
る
。

　

1
　
貴
賎
・
貧
富
（
社
会
的
身
分
・
財
産
の
変
動
）
：
一
過
・
四
過

　

2
　
飲
食
・
居
処
（
日
常
生
活
環
境
・
習
慣
・
行
為
）
：
二
過

　

3
　
暴
楽
暴
苦
・
憂
恐
喜
怒
（
過
度
の
感
情
の
発
露
や
変
動
）
：
二
過
・
五
過

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
「
邪
に
中
た
ら
ず
と
難
も
、
病
　
内
よ
り
生
ず
」
（
一
過
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
　
帝
日
わ
く
、
凡
そ
未
だ
病
を
診
ざ
る
者
は
、
必
ず
嘗
て
貴
く
し
て
後
に
賎
し
き
か
を
問
う
。
邪
に
中
た
ら
ず
と
難
も
、
病
　
内
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よ
り
生
ず
。
名
づ
け
て
脱
営
と
日
う
。
嘗
て
富
み
て
後
に
貧
し
き
は
、
名
づ
け
て
失
精
と
日
う
。
五
気
留
連
し
、
病
に
井
わ
さ

　
　

る
所
有
り
。
医
工
　
之
を
診
る
に
、
蔵
府
に
在
ら
ず
、
躯
形
を
変
ぜ
ず
。
之
を
診
て
疑
い
、
病
名
を
知
ら
ず
。
身
体
日
び
に
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　

じ
、
気
虚
し
て
精
無
し
。
病
深
け
れ
ば
気
無
く
、
洒
洒
然
と
し
て
時
に
驚
く
。
病
深
き
者
は
、
其
の
外
　
衛
を
耗
ら
し
、
内

　
　
栄
を
奪
わ
る
る
を
以
て
な
り
。
良
工
の
失
う
所
は
、
病
情
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
此
れ
亦
治
の
一
過
な
り
。

　
つ

ま
り
、
外
因
が
な
く
て
も
、
「
人
事
」
が
病
因
と
な
っ
て
、
「
気
虚
無
精
」
（
一
過
）
、
「
皆
傷
精
気
」
（
二
過
）
、
「
精
神
内
傷
」
（
四

過
）
、
「
五
蔵
空
虚
」
（
五
過
）
な
ど
、
身
体
内
部
の
「
気
」
「
精
気
」
「
精
神
」
が
虚
し
た
り
損
傷
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う

の

で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
精
華
日
び
脱
し
て
、
邪
気
乃
ち
井
わ
さ
る
」
（
二
過
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
気
」
の
虚
に
乗
じ
て
邪
気
が

侵
入
し
、
病
が
完
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

『

素
問
』
徴
四
失
論
篇
は
、
臨
床
上
の
四
つ
の
過
失
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
こ
で
も
、
「
診
に
人
事
、
治
数
の
道
、
従
容
の
棟
無

　
　
ノ
ご
て

く
、
坐
ろ
に
寸
口
を
持
す
」
と
、
診
断
に
お
け
る
「
貧
富
貴
賎
」
「
飲
食
」
「
起
居
」
「
憂
患
」
な
ど
の
「
人
事
」
の
重
要
性
が
い
わ

れ
る
。

　
　

病
を
診
る
に
其
の
始
め
を
問
わ
ず
、
憂
患
、
飲
食
の
節
を
失
う
か
、
起
居
の
度
を
過
ご
す
か
、
或
い
は
毒
に
傷
ら
る
る
か
、
先

　
　
に

此
れ

を
言
わ
ず
、
卒
か
に
寸
口
を
持
す
れ
ば
、
何
の
病
か
能
く
中
た
ら
ん
。
妄
り
に
言
い
て
名
を
作
り
、
粗
の
窮
す
る
所
と

　
　
為
る
。
此
れ
治
の
四
失
な
り
。

　
以
上

に

み
て

き
た
『
左
伝
』
・
張
家
山
『
引
書
』
・
馬
王
堆
『
十
間
』
・
『
史
記
』
倉
公
伝
・
『
内
経
』
の
内
因
を
め
ぐ
る
論
述
か
ら

は
、
王
侯
・
貴
人
の
病
に
た
い
す
る
臨
床
経
験
を
通
じ
て
、
内
因
が
注
目
さ
れ
分
析
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ

は
、
内
因
論
的
病
因
論
が
も
と
も
と
は
王
者
の
養
生
の
た
め
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
『
引
書
』
で
は
、
「
貴
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人
が
病
気
に
な
る
原
因
は
、
喜
怒
の
感
情
が
調
和
し
な
い
か
ら
だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
一
般
論
と
し
て
は
外
因
と
内
因
の
組
み
合
わ

せ

を
い
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
王
者
の
た
め
の
養
生
術
の
な
か
か
ら
析
出
さ
れ
て
き
た
内
因
論
に
、
既
存
の
外
因
論
が
接
合
さ
れ
て

定
式
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
導
く
。
そ
し
て
、
そ
の
定
式
化
は
養
生
家
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な

い

か
。
現
在
利
用
で
き
る
資
料
は
、
そ
れ
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

　
つ

ま
り
、
『
内
経
』
の
中
に
定
式
化
さ
れ
、
そ
の
後
長
い
歴
史
を
経
て
現
代
中
医
学
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
病
因
論
も
ま
た
、
養
生

説

か

ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

三

　
早
期
医
学
の
様
相
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前
節
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
早
期
医
学
を
と
り
ま
く
状
況
を
考
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
山

田
慶
見
は
「
古
代
医
学
形
成
の
パ
タ
ー
ン
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
形

成

期
の
中
国
医
学
の
歴
史
に
み
ら
れ
た
の
は
、
新
し
い
要
素
が
あ
ら
わ
れ
て
も
、
古
い
要
素
は
決
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く

　
　
持

続

し
て
ゆ
く
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
古
い
要
素
は
新
し
い
要
素
と
共
生
し
、
あ
る
い
は
新
し
い
要
素
に
よ
っ
て
解
釈

　
　
し
な
お
さ
れ
、
あ
る
い
は
変
形
さ
れ
、
あ
る
い
は
べ
つ
の
モ
デ
ル
に
置
き
換
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
べ
つ
の
体
系
に
移
し
変
え
ら

　
　
れ
、
と
き
に
は
時
代
を
へ
だ
て
て
甦
り
、
そ
の
意
味
で
は
な
に
ひ
と
つ
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
体
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
。

　
山
田
は
こ
れ
を
、
鍼
灸
療
法
を
主
体
と
す
る
医
術
の
学
派
を
念
頭
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
早
期
医
学
に
お
い
て
は
、
養
生
術



と
医
術
の
関
係
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
治
未
病
」
を
例
に
、
古
い
要
素
が
解
釈
し
な
お
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
た
ど

っ

て

み
よ
う
。

　
中
国
伝
統
医
学
の
中
で
語
ら
れ
る
養
生
、
す
な
わ
ち
予
防
医
学
的
側
面
は
、
一
般
に
は
『
素
問
』
四
気
調
神
大
論
篇
の
「
聖
人
は

已

に

病
む
を
治
せ
ず
、
未
だ
病
ま
ざ
る
を
治
し
、
已
に
乱
る
る
を
治
せ
ず
、
未
だ
乱
れ
ざ
る
を
治
す
」
と
い
う
文
に
よ
っ
て
理
解
さ

れ

て

い

る
。
「
未
病
を
治
す
」
と
は
、
四
気
調
神
大
論
篇
に
即
し
て
い
え
ば
、
「
万
物
の
根
本
」
で
あ
り
、
「
万
物
の
終
始
」
で
あ
り
、

「
死

生
の
本
」
で
あ
る
「
四
時
陰
陽
」
の
変
化
に
従
っ
て
生
活
し
て
、
病
気
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
心
身
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
。

張
家
山
か
ら
出
土
し
た
『
引
書
』
の
「
春
は
産
（
生
）
じ
、
夏
は
長
じ
、
秋
は
収
め
、
冬
は
戚
（
蔵
）
む
、
此
れ
彰
祖
の
道
な
り
」

と
は
、
そ
の
最
も
簡
潔
な
表
現
で
あ
る
。

　

「
治
未
病
」
に
は
、
養
生
ば
か
り
で
は
な
く
、
医
学
的
な
早
期
治
療
や
予
防
治
療
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。
「
病
未
だ
発
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
よ
レ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

と
難
も
、
赤
色
を
見
わ
す
者
は
之
を
刺
す
。
名
づ
け
て
未
病
を
治
す
と
日
う
」
と
い
う
場
合
は
、
「
刺
す
」
と
あ
る
か
ら
鍼
治
療
を

行

う
の
で
あ
る
が
、
病
気
の
前
駆
症
状
の
段
階
で
の
早
期
治
療
と
解
さ
れ
る
。
つ
ぎ
の
『
霊
枢
』
逆
順
篇
の
文
も
「
刺
す
」
と
あ
る

が
、
予
防
治
療
の
意
味
に
解
さ
れ
る
。

　
　

黄
帝
日
わ
く
、
其
の
刺
す
べ
き
を
候
う
は
、
奈
何
。
伯
高
曰
わ
く
、
上
工
は
其
の
未
だ
生
ぜ
ざ
る
者
を
刺
す
な
り
。
其
の
次
は

　
　
其
の
未
だ
盛
ん
な
ら
ざ
る
者
を
刺
す
な
り
。
其
の
次
は
其
の
已
に
衰
う
る
者
を
刺
す
な
り
。
下
工
は
其
の
方
に
襲
わ
ん
と
す
る

　
　
者
と
、
其
の
形
の
盛
ん
な
る
者
と
、
其
の
病
の
脈
と
相
逆
ら
う
者
と
を
刺
す
な
り
。
故
に
曰
わ
く
、
方
に
其
の
盛
ん
な
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

　
　
敢

え
て
殿
傷
す
る
勿
か
れ
。
其
の
已
に
衰
う
る
を
刺
せ
ば
、
事
必
ず
大
い
に
昌
ん
な
り
。
故
に
曰
わ
く
、
上
工
は
未
だ
病
ま
ざ

　
　

る
を
治
し
、
已
に
病
む
を
治
せ
ず
と
は
、
此
れ
を
こ
れ
謂
う
な
り
。
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『
素
問
』
『
霊
枢
』
に
や
や
後
れ
て
後
漢
末
頃
に
成
立
し
た
『
難
経
』
に
な
る
と
、
「
治
未
病
」
と
い
う
言
葉
は
、
養
生
か
ら
離
れ

て

よ
り
い
っ
そ
う
治
病
的
な
内
容
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
七

十
七
難
に
曰
わ
く
、
経
に
言
う
、
上
工
は
未
だ
病
ま
ざ
る
を
治
し
、
中
工
は
已
に
病
む
を
治
す
と
は
、
何
の
謂
そ
や
。
然
り
。

　
　
謂
う
所
の
未
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
と
は
、
肝
の
病
を
見
れ
ば
、
則
ち
肝
当
に
之
を
伝
え
て
脾
に
与
う
べ
き
を
知
る
、
故
に
先
ず

　
　
其
の
脾
気
を
実
す
れ
ば
、
肝
の
邪
を
受
く
る
を
得
し
む
る
こ
と
無
し
。
故
に
曰
く
、
未
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
、
と
。
中
工
は
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

　
　

に
病
む
を
治
す
と
は
、
肝
の
病
を
見
て
、
相
伝
う
る
を
暁
ら
ず
、
但
だ
一
心
に
肝
を
治
す
る
の
み
。
故
に
曰
わ
く
、
已
に
病
む

　
　

を
治
す
る
な
り
、
と
。

　
七

十
七
難
は
、
『
霊
枢
』
逆
順
、
篇
の
文
を
承
け
て
論
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
「
治
未
病
」
の
解
釈
に
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。

ヒ
L
「
七
難
で
は
、
す
で
に
病
気
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
病
邪
が
他
の
蔵
府
へ
伝
変
す
る
前
に
伝
変
先
の
蔵
府
を
見
極
め
て
、

先
に

そ
の

蔵
府

を
治
療
す
る
こ
と
が
「
治
未
病
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
養

生
・
予
防
治
療
・
早
期
治
療
・
病
邪
の
伝
変
先
の
治
療
な
ど
、
「
治
未
病
」
に
与
え
ら
れ
た
異
な
る
解
釈
は
、
養
生
説
の
な
か

の

「
治

未
病
」
が
、
鍼
療
法
と
い
う
新
し
い
技
術
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
釈
し
な
お
さ
れ
、
治
病
の
医
術
の
な
か
の
「
治
未
病
」

に
変
形
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
の
再
解
釈
、
変
形
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
起
こ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ

し
て
、
変
形
が
新
し
い
要
素
に
完
全
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
と
き
、
そ
の
概
念
や
理
論
の
も
と
の
出
自
は
忘
れ
去
ら
れ
る

で

あ
ろ
う
。
蔵
府
学
説
や
経
脈
学
説
の
場
合
に
も
、
「
治
未
病
」
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の

変
形
と
適
合
が
あ
ま
り
に
も
見
事
に
行
わ
れ
た
た
め
に
、
あ
た
か
も
治
病
の
医
術
が
独
自
に
発
展
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
考
え
ら

れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
行
き
過
ぎ
た
想
像
だ
ろ
う
か
。
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病
因
論
の
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
内
因
論
に
着
目
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
の
は
養
生
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
治

病
の
医
術
（
鍼
灸
療
法
派
）
は
、
養
生
説
の
病
因
論
を
取
り
込
み
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
治
療
技
術
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
変
し
な

け

れ

ば

な
ら
な
か
っ
た
。
『
素
問
』
疏
五
過
論
篇
と
徴
四
失
論
篇
は
、
そ
の
初
期
の
学
習
の
軌
跡
、
工
夫
と
努
力
の
記
録
と
し
て
読

む

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
『
素
問
』
移
精
変
気
論
篇
と
湯
液
鯵
酷
論
篇
は
、
す
で
に
移
植
が
完
了
し
、
あ
た
か
も
自
分
た
ち
が
作

り
出
し
た
理
論
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
理
論
の
源
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
記
憶
は
、
ま
だ
完
全
に

は

失
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
う
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
。

お

わ
り
に

．
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房

中
・
神
仙
な
ど
の
養
生
術
は
、
『
七
略
』
・
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
方
技
の
学
と
認
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
医
学
に
た

い

し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
『
四
庫
提
要
』
の
ご
と
く
、
「
漢
志
、
医
経
・
経
方
二
家
の
後
に
房
中
・
神

仙
二
家
有
る
は
、
後
人
誤
読
し
て
　
と
為
す
。
故
よ
り
服
餌
・
導
引
は
、
岐
塗
頗
る
雑
な
れ
ば
、
今
悉
く
剛
除
す
」
と
、
房
中
・
神

仙
が
方
技
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
後
世
の
誤
り
だ
と
す
る
よ
う
な
極
論
は
置
く
と
し
て
も
、
『
漢
書
』
芸
文
志
以
降
は
、
房
中
・
神

仙
は

方
技
の
学
の
嫡
流
で
は
な
く
、
医
経
・
経
方
こ
そ
が
方
技
の
中
心
で
あ
り
、
房
中
・
神
仙
は
周
縁
に
位
置
す
る
も
の
だ
、
と
い

う
観
念
が
一
般
的
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
こ
と
は
、
李
建
民
も
引
用
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
章
学
誠
『
校
繕
通
義
』
漢
志
方
技
の

言
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。



　
　
方
技
の
書
、
大
要
四
有
り
、
経
・
脈
・
方
・
薬
の
み
。
経
は
其
の
道
を
閲
ら
か
に
し
、
脈
は
其
の
術
を
運
び
、
方
は
其
の
功
を

　
　
致

し
、
薬
は
其
の
性
を
排
じ
、
四
者
備
わ
り
て
方
技
の
事
備
わ
れ
り
。
A
1
7
李
柱
国
校
す
る
所
の
四
種
は
、
則
ち
医
経
・
経
方
二

　
　
種
有
る
の
み
。
脈
書
・
薬
書
は
、
克
に
其
の
目
を
訣
く
。
其
れ
房
中
・
神
仙
は
、
則
ち
事
　
道
術
を
兼
ぬ
れ
ば
、
復
た
方
技
の

　
　
正
宗
に

非

ず
。
宜
な
り
方
技
を
叙
ぶ
る
者
、
今
に
至
る
も
猶
お
四
部
相
承
の
義
に
昧
昧
た
る
こ
と
。

　

医
経
と
経
方
の
み
を
「
方
技
の
正
宗
」
な
い
し
は
狭
義
の
医
学
と
み
な
す
考
え
方
は
、
梁
の
玩
孝
緒
『
七
録
』
や
『
惰
書
』
経
籍

志
に

す

で

に
萌
芽
的
に
現
れ
て
い
る
。
『
七
録
』
は
医
経
・
経
方
を
天
文
・
暦
算
な
ど
の
数
術
と
併
せ
て
術
技
録
に
収
め
、
房
中
・

経

戒
’
服
餌
・
符
図
を
仙
道
録
に
入
れ
、
『
惰
書
』
経
籍
志
は
医
経
と
経
方
を
合
し
て
医
方
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
天
文
・
暦
数
な

ど
と
と
も
に
子
部
に
入
れ
、
房
中
・
経
戒
・
餌
服
・
符
籔
を
道
経
部
に
収
め
る
。
た
だ
し
、
『
惰
書
』
経
籍
志
の
医
方
に
著
録
さ
れ

て

い

る
書
名
を
み
る
と
、
房
中
・
神
仙
に
関
わ
る
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
内
容
的
に
は
『
漢
書
』
芸
文
志
の
四
部
門
が
な
お
保

存

さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
少
な
く
と
も
図
書
目
録
の
分
類
上
で
は
、
房
中
・
神
仙
の
書
は
医
書
と
切
り
離
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

医
書
の
枠
外
に
置
か
れ
て
道
書
と
し
て
収
録
さ
れ
た
り
、
医
書
と
道
書
で
重
複
し
て
収
録
さ
れ
た
り
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
『
四
庫

提
要
』
や
章
学
誠
の
説
は
そ
の
延
長
上
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
房
中
・
神
仙
を
医
学
の
周
縁
に
置
く
考
え
方
は
、
馬
王
堆
お
よ
び
張
家
山
か
ら
出
土
し
た
養
生
書
に
よ
っ
て
再
考
を
迫

ら
れ
る
。
出
土
し
た
養
生
書
と
、
同
時
に
出
土
し
た
医
経
・
経
方
に
属
す
る
医
書
の
内
容
を
精
査
し
た
近
年
の
研
究
は
、
そ
し
て
本

稿
の

結
論
も
、
戦
国
末
期
か
ら
前
漢
時
代
に
か
け
て
、
医
学
理
論
が
そ
の
形
成
の
早
期
段
階
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
む
し
ろ
養
生
説

の

方

が
医
学
理

論
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
医
経
・
経
方
が
方
技
の
嫡
流
で
あ
り
、
房
中
・
神
仙
は
傍
流
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
は
、
後
世
の
評
価
で
あ
り
、
早
期
医
学
の
有
り
様
を
考
え
る
さ
い
に
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
先
入
見
で
あ
る
。
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中
国
伝
統
医
学
と
養
生
の
関
係
に
つ
い
て
の
近
年
の
一
般
的
な
見
解
は
、
た
と
え
ば
坂
出
祥
伸
の
つ
ぎ
の
文
章
に
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。

　
　
中
国
の
伝
統
医
学
は
、
「
良
医
は
病
無
き
の
病
を
治
す
」
（
『
准
南
子
』
説
山
訓
）
と
か
、
「
聖
人
は
已
に
病
む
を
治
せ
ず
し
て
、

　
　
い

ま
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
」
（
『
素
問
』
四
気
調
神
大
論
）
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
病
が
お
こ
ら
な
い
前
に
身
体
を
調
和
さ

　
　
せ

る
こ
と
を
第
↓
義
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
医
学
が
本
来
、
基
本
的
に
予
防
医
学
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

　
　
い

わ
ゆ
る
「
養
生
」
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
…
…

　
　
医
術

と
養
生
術
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
は
い
え
な
い
。
…
…
医
術
は
基
本
的
に
は
、
す
で
に
生

　
　

じ
た
身
体
的
精
神
的
な
疾
患
の
治
療
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
養
生
術
は
、
平
生
の
健
康
の
維
持
増
進
も
し
く
は
、
で

　
　

き
う
れ
ば
長
生
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
素
問
』
な
ど
の
前
引
の
記
述
は
、
実
は
、
医
術
の
あ
る
べ
き
理
念
を
説

　
　
い

て

い

る
の
だ
と
解
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
方
技
略
」
が
、
「
医
経
」
「
経
方
」
の
よ
う
な
医
術
に
か
か

　
　
わ

る
書
物
と
「
房
中
」
「
神
仙
」
の
よ
う
に
養
生
術
に
か
か
わ
る
書
物
と
を
区
別
し
て
い
る
の
も
、
両
者
の
親
近
性
に
も
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞

　
　
わ

ら
ず
、
身
体
・
生
命
へ
の
対
処
の
し
か
た
で
相
違
が
あ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
つ

ま
り
、
中
国
伝
統
医
学
は
、
基
本
的
に
予
防
医
学
で
あ
り
、
養
生
を
主
体
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
医
学
の
あ
る
べ
き

理

念
を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
、
医
術
と
養
生
術
と
で
は
身
体
・
生
命
へ
の
対
処
の
し
か
た
に
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
医
術
は
す
で
に
生
じ
た
病
を
治
療
す
る
も
の
で
あ
り
、
養
生
術
は
健
康
の
維
持
増
進
も
し
く
は
長
生
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
、
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
見
解
は
林
克
の
つ
ぎ
の
文
章
に
も
み
ら
れ
る
。

　
　

『
漢

志
』
方
技
略
の
四
部
門
の
内
、
医
経
と
経
方
は
既
病
を
他
力
で
治
す
こ
と
を
中
心
と
し
、
房
中
と
神
仙
は
未
病
を
自
力
で
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防
ぐ
こ
と
を
中
心
と
す
る
。
医
術
の
未
発
達
な
段
階
に
お
い
て
は
未
病
を
自
力
で
予
防
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
っ

　
　
た

と
思
わ
れ
る
。
時
の
経
過
と
共
に
医
術
に
お
い
て
は
既
病
を
他
力
で
治
す
治
療
医
術
が
主
流
を
占
め
、
未
病
を
自
力
で
防
ぐ

　
　
養
生
術
は
理
念
と
し
て
は
高
く
掲
げ
ら
れ
た
が
、
医
術
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
相
対
的
に
曖
昧
に
な
っ
た
。

　
二
人

に

共

通

す
る
の
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
方
技
略
に
記
載
さ
れ
る
四
部
門
を
医
経
・
経
方
と
房
中
・
神
仙
と
に
分
け
、
前
者

を
既
病
治
の
医
術
、
後
者
を
未
病
治
の
養
生
術
と
し
て
二
分
す
る
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
は
は
た
し
て
ど
こ

ま
で
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
細
か
い
こ
と
を
い
え
ば
、
張
家
山
か
ら
出
土
し
た
導
引
・
房
中
養
生
書
で
あ
る
『
引
書
』
は
、
四
季
の
養

生

の

道
・
発
病
の
原
因
と
予
防
方
法
を
述
べ
る
と
同
時
に
、
具
体
的
な
疾
病
症
状
に
た
い
す
る
導
引
技
法
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

る
。　

「
医

術

と
養
生
術
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
坂
出
の
主
張
は
首
肯
し
う
る
し
、
「
医

経

と
経
方
は
既
病
を
他
力
で
治
す
こ
と
を
中
心
と
し
、
房
中
と
神
仙
は
未
病
を
自
力
で
防
ぐ
こ
と
を
中
心
と
す
る
」
と
整
理
す
る
林

の

言

も
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
「
後
漢
以
降
に
お
い
て
は
」
と
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
前
漢
以
前
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
二
分
法
を
い
っ
た
ん
棚
上
げ
し
て
、
両
者
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
影
響
関
係
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
養
生
術
か
ら
医
術
へ
の
影
響
関
係
を
も
っ
と
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

「
中
国
伝
統
医
学
は
、
基
本
的
に
は
予
防
医
学
で
あ
り
、
養
生
を
主
体
と
し
て
い
る
」
（
坂
出
）
と
い
う
主
張
も
正
し
い
。
し
か

し
そ
れ
は
、
中
国
伝
統
医
学
が
養
生
説
の
発
展
さ
せ
た
病
因
論
（
に
限
ら
な
い
が
）
を
移
植
し
て
我
が
も
の
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ

し
て
、
移
植
さ
れ
た
病
因
論
が
、
内
因
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
時
の
経
過
と
と
も
に
、
あ
た
か
も
養
生

術
の
「
医
術
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
相
対
的
に
曖
昧
に
な
っ
た
」
（
林
）
か
の
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
養
生
説
の
理
論
が
医
術
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の

理
論

と
し
て
深
く
定
着
し
て
、
も
は
や
養
生
を
出
自
と
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
理
論
の
上
で
両
者
を
区
別
す
る
必
要

も
意
味
も
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
漢
中
期
頃
に
『
素
問
』
『
霊
枢
』
の
原
型
と
な
る
書
物
が
成
立
し
た
頃
に
は
、
そ
の
よ
う

な

状

況
が
す
で
に

出
現
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
中
国
医
学
の
中
か
ら
養
生
が
消
え
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
唐
中
期
の
人
・
王
泳
が
『
素
問
』

の

中
に
持
ち
込
ん
だ
「
運
気
論
」
に
よ
っ
て
、
新
し
い
養
生
論
と
し
て
甦
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
古
い
要
素
は
、
「
別
の
モ
デ
ル
に

置

き
換
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
別
の
体
系
に
移
し
換
え
ら
れ
、
時
代
を
経
て
甦
」
（
山
田
・
前
出
）
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

表
『
史
記
』
倉
公
伝
の
診
籍
か
ら
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5 4 3 2 1
診
籍

斉
王
太
后

斉
中
御
府
長
　
信

斉
郎
中
令
循

斉
王
中
子
諸
嬰
児
小
子

斉
侍
御
史
成

患
者

流
汗

出
湘

当
浴
流
水
而
寒
甚

内 憂 飲
酒
且
内

病
因



6

斉
章
武
里
　
曹
山
鮒

盛

怒
而

以
接
内

7

斉
中
尉
　
播
満
如

酒
且
内

8

陽
虚
侯
相
　
趙
章

酒

9

済
北
王

汗

出
伏
地

1
0
斉
北
宮
司
空
命
婦
　
出
於

欲
溺
不

得
、
因
以
接
内

－
　
1

故

済
北
王
阿
母

飲
酒
大
酔

ー
ワ
］

済
北
王
女
子
　
竪

流
汗

1
3
斉
中
大
夫

風

1
4
苗
川
王
美
人

ー

1
5
斉
丞
相
舎
人
奴

流
汗

数
出
、
灸
於
火
而
以
出
見
大
風

－
ρ
○

苗
川
王

沐
髪
未
乾
而
臥

1
7
斉
王
后
弟
　
宋
建

好
持
重

1
8
済
北
王
侍
者
　
韓
女

欲

男
子
而
不
可
得

－
Q
ゾ

臨
苗
氾
里
女
子
　
薄
吾

寒
湿

2
0
斉
　
淳
干
司
馬

飽

食
而
疾
走

2
1
斉
中
郎
　
破
石

堕
馬
橿
石
上

2
2
斉
王
侍
医
　
遂

1
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2 2 2
5 4 3

安 安 斉
陵 陽 王

阪 武
（

里 都 故
公 里 為
乗 陽

成 虚
項 開 侯
処 方 時

）

内 数 内
飲

酒

以
見
大

風
気

注（
1
）
馬
王
堆
漢
墓
畠
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
常
書
・
犀
』
「
出
版
説
明
」
参
照
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
。

（
2
∀
彦
育
群
『
岐
黄
医
道
』
第
二
章
参
照
。
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
。

（
3
）
蓼
育
群
、
同
右
、
頁
四
六
・
四
七
。

（
4
）
李
建
民
『
死
生
之
域
‥
周
秦
漢
脈
学
之
源
流
』
、
台
湾
・
中
央
研
究
院
歴
史
語
三
口
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
、
頁
一
八
四
。

二
）
）
李
建
民
、
同
右
、
頁
二
九
〇
。

（
6
）
山
田
慶
見
『
中
国
医
学
の
起
源
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
、
頁
三
参
照
。

（
7
）
テ
キ
ス
ト
は
、
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
養
生
書
に
つ
い
て
は
『
馬
王
堆
漢
墓
用
書
・
陣
』
（
注
－
参
照
）
を
、
張
家
山
『
引
書
』
に
つ
い
て
は
張

　
　
家

山
漢
簡
整
理
組
「
張
家
山
漢
簡
『
引
書
』
釈
文
」
（
『
文
物
』
、
一
九
九
〇
、
一
〇
）
を
用
い
る
。
な
お
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
（
二
四
七
号
ご

　
　
が

文

物
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
案
内
は
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
。

（
8
∀
夫
邪
之
生
也
、
或
生
於
陰
、
或
生
於
陽
。
其
生
於
陽
者
、
得
之
風
雨
寒
暑
。
其
生
於
陰
者
、
得
之
飲
食
居
処
、
陰
陽
喜
怒
。
（
『
素
問
』
調
経
論

　
　
篇
）

（
9
）
黄
帝
問
日
、
何
謂
虚
実
。
岐
伯
対
日
、
邪
気
盛
則
実
、
精
気
奪
則
虚
。
（
『
素
問
』
通
評
虚
実
論
篇
）
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（
1
0
）
岐
伯
日
、
風
雨
寒
熱
、
不
得
虚
邪
、
不
能
独
傷
人
。
卒
然
逢
疾
風
暴
雨
而
不
病
者
、
蓋
無
虚
、
故
邪
不
能
独
傷
人
。
此
必
因
虚
邪
之
風
与
其
身

　

　
形
、
両
虚
相
得
、
乃
客
其
形
。
両
実
相
逢
、
衆
人
肉
堅
。
其
中
於
虚
邪
也
、
因
於
天
時
与
其
身
形
、
参
以
虚
実
、
大
病
乃
成
。
（
『
霊
枢
』
百
病

　
始
生
篇
）

（

1
1
）
黄
帝
問
日
、
余
聞
古
之
治
病
、
惟
其
移
精
変
気
、
可
祝
由
而
己
。
今
世
治
病
、
毒
薬
治
其
内
、
鍼
石
治
其
外
、
或
愈
或
不
愈
、
何
也
。
岐
伯
対

　

　
日
、
往
古
人
居
禽
獣
之
間
、
動
作
以
避
寒
、
陰
居
以
避
暑
。
内
無
春
慕
之
累
、
外
無
伸
官
之
形
。
此
悟
憺
之
世
、
邪
不
能
深
入
也
。
故
毒
薬
不
能

　
　
治
其
内
、
鍼
石
不
能
治
其
外
。
故
可
移
精
祝
由
而
己
。
当
今
之
世
不
然
。
憂
患
縁
其
内
、
苦
形
傷
其
外
。
又
失
四
時
之
従
、
逆
寒
暑
之
宜
、
賊
風

　

数
至
、
虚
邪
朝
夕
、
内
至
五
蔵
骨
髄
、
外
傷
空
敷
肌
膚
。
所
以
小
病
必
甚
、
大
病
必
死
。
故
祝
由
不
能
已
也
。
（
『
素
問
』
移
精
変
気
論
篇
）

（
1
2
）
帝
日
、
上
古
聖
人
作
湯
液
膠
酷
、
為
而
不
用
、
何
也
。
岐
伯
日
、
自
古
聖
人
之
作
湯
液
醒
酷
者
、
以
為
備
耳
．
夫
上
古
作
湯
液
、
故
為
而
弗
服

　

也
。
中
古
之
世
、
道
徳
梢
衰
、
邪
気
時
至
、
服
之
万
全
。
帝
日
、
今
之
世
不
必
巳
、
何
也
。
岐
伯
日
、
当
今
之
世
、
必
齊
毒
薬
攻
其
中
、
鑑
石
鍼

　

交
治
其
外
也
。
…
…
今
精
壊
神
去
、
栄
衛
不
可
復
収
。
何
者
、
嗜
欲
無
窮
、
而
憂
患
不
止
、
精
気
弛
壊
、
栄
泣
衛
除
、
故
神
去
之
而
病
不
愈
也
。

　
　
（
『
素
問
』
湯
液
膠
酷
論
篇
）

（
B
）
岐
伯
対
日
、
上
古
之
人
、
其
知
道
者
、
法
於
陰
陽
、
和
於
術
数
、
食
飲
有
節
、
起
居
有
常
、
不
妄
作
労
、
故
能
形
与
神
倶
而
尽
終
其
天
年
、
度

　
　
百
歳
乃
去
。
今
時
之
人
、
不
然
也
。
以
酒
為
漿
、
以
妄
為
常
、
酔
以
入
房
、
以
欲
靖
其
精
、
以
耗
散
其
真
、
不
知
持
満
、
不
時
御
神
、
務
快
其
心
、

　

　
生
楽
、
起
居
無
節
、
故
半
百
而
衰
也
。
夫
上
古
聖
人
之
教
（
下
也
、
皆
謂
）
［
也
、
下
皆
為
］
之
。
虚
邪
賊
風
、
避
之
有
時
。
悟
淡
虚
元
、
真
気

　

従

之
、
精
神
内
守
、
病
安
従
來
。
（
『
素
問
』
上
古
天
真
論
篇
）

（
1
4
）
夫
虚
静
悟
淡
寂
寛
無
為
者
、
天
地
之
平
、
而
道
徳
之
至
。
故
帝
王
聖
人
休
焉
。
休
則
虚
、
虚
則
実
、
実
者
倫
　
。
虚
則
静
、
静
則
動
、
動
則
得

　

英
。
静
則
無
為
、
無
為
也
則
任
事
者
責
　
。
無
為
則
愈
愈
、
愈
愈
者
、
憂
患
不
能
処
、
年
寿
長
臭
。
（
『
荘
子
』
天
道
篇
）
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（
1
5
）
福
永
光
司
『
荘
子
』
外
篇
・
中
、
朝
日
新
聞
社
、
頁
一
一
・
一
二
。

（
1
6
）
石
田
秀
実
「
風
の
病
因
論
と
中
国
伝
統
医
学
思
想
の
形
成
」
、
『
思
想
』
七
九
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
、
一
。

（
1
7
）
天
有
六
気
、
降
生
五
味
、
発
為
五
色
、
徴
為
五
声
、
淫
生
六
疾
。
六
気
日
陰
陽
風
雨
晦
明
也
、
分
為
四
時
、
序
為
五
節
、
過
則
為
笛
。
陰
淫
寒

　
　
疾
、
陽
淫
熱
疾
、
風
淫
末
疾
、
雨
淫
腹
疾
、
晦
淫
惑
疾
、
明
淫
心
疾
。
女
、
陽
物
而
晦
時
、
淫
則
生
内
熱
惑
桑
之
疾
。
今
君
不
節
、
不
時
、
能
無

　
　
及
此
乎
、
（
『
左
伝
』
昭
公
元
年
伝
）

（
1
8
）
晋
侯
有
疾
、
鄭
伯
使
公
孫
僑
如
晋
幣
、
且
問
疾
。
…
…
（
子
産
日
、
：
：
：
）
抑
此
二
者
、
不
及
君
身
。
山
川
之
神
、
則
水
早
痛
疫
之
災
、
於
是

　
　
乎
禁
之
。
日
月
星
辰
之
神
、
則
雪
霜
風
雨
之
不
時
、
於
是
乎
禁
之
。
若
君
身
、
則
亦
出
入
、
飲
食
、
哀
楽
之
事
也
。
山
川
、
星
辰
之
神
又
何
為
焉
。

　
　
僑
聞
之
、
君
子
有
四
時
、
朝
以
聴
政
、
昼
以
訪
問
、
夕
以
修
令
、
夜
以
安
身
。
於
是
乎
節
宣
其
気
、
勿
使
有
所
墾
閉
漱
底
以
露
其
体
、
弦
心
不
爽
、

　
　
而
昏
乱
百
度
。
今
無
乃
壷
之
、
則
生
疾
　
。
（
『
左
伝
』
昭
公
元
年
伝
）

（
1
9
）
人
之
所
以
得
病
者
、
必
於
暑
湿
風
寒
雨
露
、
奏
（
膜
）
理
啓
闇
（
合
）
・
食
飲
不
和
、
起
居
不
能
与
寒
暑
相
応
、
故
得
病
焉
。
是
以
春
夏
秋
冬
之

　
　
間
、
乱
気
相
薄
還
也
、
而
人
不
能
自
免
其
間
、
故
得
病
。
（
張
家
山
『
引
書
』
）

（

2
0
）
黄
帝
日
、
夫
百
病
之
所
始
生
者
、
必
起
干
燥
湿
寒
暑
風
雨
、
陰
陽
喜
怒
、
飲
食
居
処
。
気
合
而
有
形
、
得
蔵
而
有
名
。
余
知
其
然
也
。
夫
百
病

　
　
者
、
多
以
旦
慧
、
昼
安
、
夕
加
、
夜
甚
。
何
也
。
岐
伯
日
、
四
時
之
気
使
然
。
黄
帝
日
、
願
聞
四
時
之
気
。
岐
伯
日
、
春
生
、
夏
長
、
秋
収
、
冬

　
　
蔵
、
是
気
之
常
也
。
人
亦
応
之
。
（
『
霊
枢
』
順
気
一
日
分
為
四
時
篇
）

（
2
1
）
貴
人
之
所
以
得
病
者
、
以
其
喜
怒
之
不
和
也
。
喜
則
陽
気
多
、
怒
則
陰
気
多
、
是
以
道
者
喜
則
急
岡
（
殉
）
、
怒
則
劇
炊
（
吹
）
、
以
和
之
。
吸

　
　
天
地
之
精
気
、
実
其
陰
、
故
能
母
病
。
（
張
家
山
『
引
書
』
）

（
2
2
）
披
（
彼
）
生
有
央
（
映
）
、
必
其
陰
精
漏
泄
、
百
脈
宛
（
苑
）
廃
、
喜
怒
不
時
、
不
明
大
道
、
生
気
去
之
。
…
…
長
寿
生
於
蓄
積
。
（
『
十
間
』
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第
六
間
）

（
2
3
）
山
田
、
前
掲
『
中
国
医
学
の
起
源
』
、
頁
四
〇
五
ー
四
一
〇
参
照
。

（
2
4
）
帝
日
、
凡
未
診
病
者
、
必
問
嘗
貴
後
賎
。
難
不
中
邪
、
病
従
内
生
。
名
日
脱
営
。
嘗
富
後
貧
、
名
日
失
精
。
五
気
留
連
、
病
有
所
井
。
医
工
診

　

　
之
、
不
在
蔵
府
、
不
変
躯
形
。
診
之
而
疑
、
不
知
病
名
。
身
体
日
減
、
気
虚
無
精
。
病
深
無
気
、
洒
酒
然
時
驚
。
病
深
者
、
以
其
外
耗
於
衛
、
内

　
　
奪
於
栄
。
良
工
所
失
、
不
知
病
情
。
此
亦
治
之
一
過
也
。
（
『
素
問
』
疏
五
過
論
篇
）

（
2
5
）
診
病
不
問
其
始
、
憂
患
飲
食
之
失
節
、
起
居
之
過
度
、
或
傷
於
毒
、
不
先
言
此
、
卒
持
寸
口
、
何
病
能
ヰ
。
妄
言
作
名
、
為
粗
所
窮
。
此
治
之

　
　
四
失
也
。
（
『
素
問
』
徴
四
失
論
篇
）

（
2
6
）
山
田
、
前
掲
『
中
国
医
学
の
起
源
』
、
頁
四
五
六
－
七
。

〈
2
7
）
聖
人
不
治
已
病
、
治
未
病
、
不
治
己
乱
、
治
未
乱
。
（
『
素
問
』
四
気
調
神
大
論
篇
）

（
2
8
）
春
産
（
生
）
、
夏
長
、
秋
収
、
冬
戚
（
蔵
）
、
此
彰
祖
之
道
也
。
（
張
家
山
『
引
書
』
）

（
2
9
）
病
錐
未
発
、
見
赤
色
者
刺
之
。
名
日
治
未
病
。
（
『
素
問
』
刺
熱
篇
）

（
3
0
）
黄
帝
日
、
候
其
可
刺
、
奈
何
。
伯
高
日
、
上
工
刺
其
未
生
者
也
。
其
次
刺
其
未
盛
者
也
。
其
次
刺
其
已
衰
者
也
、
下
工
刺
其
方
襲
者
也
、
与
其

　

　
形
之
盛
者
也
、
与
其
病
之
与
脈
相
逆
者
也
。
故
日
、
方
其
盛
也
、
勿
敢
殿
傷
。
刺
其
己
衰
、
事
必
大
昌
。
故
日
、
上
工
治
未
病
、
不
治
已
病
、
此

　
　
之
謂
也
。
（
『
霊
枢
』
逆
順
篇
）

（
3
1
）
七
十
七
難
日
、
経
言
、
上
工
治
未
病
、
中
工
治
已
病
者
、
何
謂
也
。
然
。
所
謂
治
未
病
者
、
見
肝
之
病
、
則
知
肝
当
伝
之
与
脾
、
故
先
実
其
脾

　
　
気
、
無
令
得
受
肝
之
邪
。
故
日
、
治
未
病
焉
。
中
工
治
已
病
者
、
見
肝
之
病
、
不
暁
相
伝
、
但
一
心
治
肝
。
故
日
、
治
已
病
也
。
（
『
難
経
』
七

　
　
十
七
難
）
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（
3
2
）
漢
志
、
医
経
・
経
方
二
家
後
、
有
房
中
・
神
仙
二
家
、
後
人
誤
読
為
一
。
故
服
餌
・
導
引
、
岐
塗
頗
雑
、
今
悉
剛
除
。
（
『
四
庫
提
要
』
子
部
医

　

　
家
類
序
）

（
3
3
）
李
建
民
、
前
掲
『
死
生
之
域
』
、
頁
五
三
－
五
六
参
照
。

（
3
4
）
方
技
之
書
、
大
要
有
四
、
経
・
脈
・
方
・
薬
而
已
。
経
闇
其
道
、
脈
運
其
術
、
方
致
其
功
、
薬
辮
其
性
、
四
者
備
而
方
技
之
事
備
　
。
今
李
柱

　
　

国
所
校
四
種
、
則
有
医
経
・
経
方
二
種
而
已
。
脈
書
・
薬
書
、
寛
訣
其
目
。
其
房
中
・
神
仙
、
則
事
兼
道
術
、
非
復
方
技
之
正
宗
夷
。
宜
乎
叙
方

　
　
技
者
、
至
今
猶
昧
昧
於
四
部
相
承
之
義
焉
。
（
王
重
民
『
校
儲
通
義
通
解
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
　
一
九
八
七
、
頁
一
三
一
）

（
3
5
）
林
克
「
医
書
と
道
教
」
参
照
、
講
座
道
教
第
三
巻
『
道
教
の
生
命
観
と
身
体
論
』
所
収
、
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
。

（
3
6
）
坂
出
祥
伸
「
中
国
古
代
養
生
思
想
研
究
の
現
状
と
課
題
」
、
坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
』
所
収
、
平
河
出
版
社
、
　
｝
九

　
　
八
八
。

（
3
7
）
林
、
前
掲
「
医
書
と
道
教
」
。
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※

　
本
稿
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
十
四
日
、
大
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
中
国
出
土
資
料
学
会
二
〇
〇
一
年
度
第
一
回
例
会
に
お
い
て
、

「
養
生

思

想
と
早
期
医
学
ー
内
因
論
と
虚
概
念
の
系
譜
I
」
と
題
し
て
報
告
し
た
内
容
の
う
ち
、
内
因
論
に
関
す
る
部
分
を
書
き
改
め
た
も
の
で

あ
る
。
本
文
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
医
学
の
病
因
論
は
「
虚
実
」
概
念
と
結
び
つ
い
て
特
徴
あ
る
発
病
理
論
を
構
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
虚
実
」
と
り
わ
け
「
虚
」
概
念
の
系
譜
と
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
紙
数
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
内
因
論
の
み
を
扱
い
、
「
虚
」

概

念
の
系
譜
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。


